
 

  

■ はじめに 
日本国内で飼育される豚は約970万頭であり，養豚農

家一戸当たりの飼育頭数は約1,800頭にのぼり少人数で
効率的生産が求められている．しかし，このような集中管
理による飼育密度の上昇から感染症の被害が懸念されて
いる．現在では豚に対する血液検査や作業員が観察する
ことで感染症の発病の有無を確認している．これらの手法
は，結果の判定に時間が伴うことで感染発見が遅れ甚大
な被害となることもあり，日本国内でも約400億/年の損失
がある[1]とされる，また作業員への負担が大きく生産効率
性を阻害する要因ともなっている．そこで軽易に感染症の
有無を確認する手法として，豚の咳音やくしゃみ音の発生
回数を人間が測定することで豚呼気感染症の陰陽性の有
無を判別する方法が報告されている[2]．しかし，作業員の
経験値による誤測定や聞き逃しによる測定精度のばらつ
きが問題となっている. 

そこでFig. 1に提案システムの概要を示す．豚舎で発生
するくしゃみ音や咳音をネットワーク化された端末などの
簡易なマイクロフォンで計測できれば，作業員に負担をか
けないで各豚房の風邪発生状況をリアルタイムに監視で
きることから，新しい音による養豚の健康管理技術を検討
している[3]． 

 
■ 豚くしゃみ音検出による風邪の発見方法 
１．従来手法の問題点 

著者らは，豚のくしゃみ音に30 kHz以上の高周波が含
まれていることを発見し，この特徴を用いる検出手法を提
案してきた[3]．しかし，異なる豚舎で収録したデータに適
応したところマイク間距離の変化や背景雑音によってくし
ゃみ音を十分に検出することができなかった．さらに通常
の音声認識で用いられる手法は，見本となるデータ収録
環境に多くの雑音が含まれる上，大量に用意することがで
きないため使用できない問題点があった． 

 
２．提案手法の概要と実験 

本発表では，雑音環境で収録された豚くしゃみ音に共
通する特徴を抽出するため，別々の豚舎で収録したくしゃ
み音をFig. 2のように合成する手法を提案する．合成され
た見本データと収録データの類似度を判定することにより，
類似度が高いものをくしゃみ音として検出する．この際，
異なる豚舎においても適応するため，周波数スペクトログ
ラム上で雑音低減する手法を適応することで背景雑音が 

 
Fig. 1 Schematic view of the proposed system 

 
 

 
Fig. 2 The composition template was calculated by 14 sneezing 

 
異なる豚舎においても検出できる可能性がある． 

2つの環境で収録されたデータに対し，合成されたテン
プレートによる検出法を適応した結果，検出感度はともに
80%を超えることができた．この結果は人による検出[2]で
示される陰陽性判別の基準に有効であることを示しており，
豚の健康管理に有効であることが示唆された． 
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